








































































































































































500 キープ（5.6 円）を受け取っていた8）。また肉付骨は 10 キロが上限で販









































































の総数は 2014 年時点では 19 業者となり、2000 年代前半より増えていた。
また、サイの各屠場で訊いた通常日１日当たりの平均屠畜頭数の合計は、













2004 年から 2005 年は 250 万キープだったが、2006 年は 300 万キープ（３









売値は次のように変化していた。2003 年：１万 7,000 キープ（191 円）、
2004 年：１万 9,000 キープ（198 円）、2005 年：２万 2,000 キープ（234 円）、
2006～2008 年：２万 5,000 キープ、2009 年：２万 7,000 キープ（303 円）、
2010 年：３万キープ（311 円）、2012 年：３万 5,000 キープ（344 円）、2014
年：６万 5,000 キープ（845 円）、2016 年：６万 5,000 キープ（849 円）、2018





みたい。田植え・稲刈り（昼食自己負担）の場合、2006 年：２万 5,000 キー




2014 年：６万キープ（780 円）、2018 年：６万キープ（790 円）であった。
2006 年時点では、水牛肉キロ当たり小売価格と農業労働日当は同額であ








格は、2003～2004 年：１万 6,000 キープ、2006 年：２万 8,000 キープ、
2009 年：２万 7,000 キープ、2010 年：３万キープ、2014～16 年：３万 5,000
キープ、2018 年４万キープであった。豚肉と水牛肉の価格を比較すると、
































その一つｄ村では、2007 年と 2008 年に 40～120 頭規模の養豚場が相次い
で４軒開業し、他にも 20～30 頭を飼養する世帯が数戸あり、2010 年時点











年は 33 人（11 名の３班編成）だったが、2008 年は 51 人（17 名の３班編成）、

















































































くなった。2014 年調査時においては、水牛肉は総計 20 人が毎日売る形


















































































































































7） 2003 年時、屠畜作業員の月給は水牛係 20 万キープ（約 2,247 円）、豚係 25 万
キープ（約 2,809 円）であった。
8） 2003 年調査時のレートは１円が 89 キープ。2009 年も１円が 89 キープ。2014
年は 76.93 キープ。2018 年は 75.92 キープ。ここ 15 年は、2011 年秋に１円が 105
キープ、2015 年秋に 66 キープとレートの変動が激しいが、2003 年から 2009 年
は平均すれば１円が約 90 キープ、2010 年代中頃以降は１円が約 73 キープで推
移している。
9） 2009 年時の例だが、Ｎ市場の水牛肉売り子の夫は、電信局勤務月給 70 万キー
プ、生協経理部勤務月給 58 万キープ、警察官月給 75 万キープなどであった。警
察官の夫は副業で農業も営んでいた。なお、2008 年以降売り上げキロ当たり報酬
は一律 1,000 キープと倍増しており、１日に３万キープ、月にすると夫には及ば
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